
火を使用する全ての飲食店に消火器の設置と点検が義務化されます 

 

平成２８年１２月２２日に発生した糸魚川市大規模火災を受けて、消防法施行令の一部を改正す

る政令等が平成３０年３月２８日に公布され、平成３１年１０月１日から火を使用する全ての飲

食店等について、消火器具の設置と点検報告が義務となります。 

「あなたのお店に消火器が必要です‼」 

（リーフレットはこちら） 

【改正の内容について】 

今まで消火器具の設置義務の無かった延べ床面積１５０平方メートル未満の小規模な飲食店等

のうち、火を使用する設備又は器具（※防火上有効な措置が講じられている場合を除く。）を設

けたものについては、消火器具の設置が義務付けとなります。 

 

【火を使用する設備又は器具とは】 

 今回の改正では、調理を目的とする「火を使用する設備又は器具」が対象となります。 

熱源が電気のみの設備又は器具（ＩＨコンロ等）は、直接火を使用しないため、「火を使用する

設備又は器具」には該当しません。 

 

【防火上有効な措置とは】 

 「防火上有効な措置」とは、次に掲げる装置を設けることをいいます。 

 

１ 調理油加熱防止装置（※ガスコンロの全口に設けられた「Ｓiセンサー」等） 

２ 自動消火装置（※火災を自動的に感知し、消火薬剤を放出する装置） 

３ その他安全機能を有する装置（※カッセトコンロに設けられた「圧力感知安全装置」等） 

 

【消火器具の設置後は】 

 消火器具を設置された場合は、法令に基づく「点検」と「報告」が必要です。 

点検は６か月ごとに実施し、１年に１回消防機関へ報告が必要となります。 

 消火器具の設置場所や点検、報告方法等についてご不明な点は、下記にお問い合わせください。 

 

【資料】 ※総務省消防庁（外部リンク） 

  

 「消防法施行令の一部を改正する政令等の公布」（リンク）                       

「自ら行う消火器の点検報告」（リンク） 

「厨房における火災予防の広報映像」（リンク） 

 

お問い合せ先 

比企広域消防本部予防課  ℡ 0493-23-2268 / Email yobo119@hiki-saitama.jp 

  

  

http://www.hiki-saitama.jp/119/info/info83-1.pdf
https://www.fdma.go.jp/laws/tutatsu/assets/300328_yo246.pdf
https://www.fdma.go.jp/mission/prevention/prevention001.html
https://www.fdma.go.jp/mission/prevention/suisin/post10.html

